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●

被害者
の約
　　一割が　　歳以上
の方
です。

特
殊
許
欺
の
約
　
　
割
勝
自
宅
の
電
話
に
か

て
き
た
犯
人
か
ら
の
電
話
が
こ
っ
か
け
で
す
。
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●
特
殊
詐
欺
の
こ
と
は
知

っ
て
い
た
が

か
か

っ
て
き
た
電
話
を
信
じ

て
し
ま

っ
た
。

●
私
が
だ
ま
さ
れ
る
、
被
害
に
遭
う
と
は
思

っ
て
い
な
か

っ
た
。

特
殊
詐
欺
犯
人
の
だ
ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
想
像

以
上
に
巧
妙
で
す
。
侮

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

犯
人
は
警
察
官
、
役
所
、
銀
行
な
ど
色
々
な
役
を

演
じ
て
電
話
を
か
け
て
き
て
落
ち
着
い
て
考
え
る
余

裕
を
奪

っ
て
き
ま
す
。

も
う
だ
き
さ
れ
な
い
ＩＩ

園
剛
】日
在
宅
申
響
も
饗
審
磯
鸞
講
設
定
転
す
聯

電
話
が
鳴
っ
て
も
直
ぐ
に
出
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

留
守
番
電
話
に
設
定
し
て
お
け
ば
、
電
話
か
ら
流
れ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

「
相
手
」
と

「
要
件
」
を
確
認
し

て
か
ら
電
話
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
ら
し
い
天
候
に
な
り
、
登
山
を

楽
し
む
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

秋
は
日
没
を
想
定
し
な
い
無
計
画

に
よ
る
山
岳
遭
難
が
多
発
し
ま
す
。

防
寒
対
策
も
考
慮
し
た
万
全
な
装

備
、
安
全
な
計
画
（早
め
の
下
山
）
で

事
故

の
な

い
楽
し
い
登
山
に
し
ま

し
ょ
う
。
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提
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も
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人
目

に
付

き
に

室
外
機
等
ベ
ラ

テ
引

く

い
窓

に
面
格

ン
グ
に
上
る
足
　
一
が
る

狭
山
市
内
で
、　
一
戸
建
て
住
宅
の
窓
ガ
ラ
ス
を
割

っ
て
室

内
に
侵
入
さ
れ
、
貴
重
品
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
複
数
件
、
発

生
し
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
警
戒
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
窓
に
補
助
錠
や

防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
取
り
付
け
る
等
、
防
犯
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。
一
戸
建
て
住
宅
は
共
同
住
宅
と
比
べ
て
窓
が
多
く
、
侵
入

窃
盗
で
は
、
窓
か
ら
の
侵
入
が
大
半
を
占
め
ま
す
。
特
に
周

囲
か
ら
目
立
た
ず
、
侵
入
が
容
易
な
１
階
の
掃
き
出
し
窓
を

ド
ロ
ボ
ウ
は
好
み
ま
す
。

小
さ
な
窓

や
２
階

の
窓

で
も
、
塀
や
エ
ア
コ
ン
の
室
外

機
、
縦
樋
等
を
足
場
に
し
て
侵
入
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ド
ロ
ボ
ウ
は
人
目
を
気
に
し
ま
す
。

周
囲
か
ら
見
通
し
が
利
か
な
い
戸
や
窓
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ю
月
＝
日
（ホ
）～
Ю
月
２０
日
（金
）春
で

地
域
安
全
運
動
と

は
、
自
治
体
、
関
係

機
関
、
団
体
、
警
察

等
が
お
互
い
に
連
携

す
る
こ
と
で
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指

す
取
り
組
み
で
す
。

目
日目
□

。
子
供
と
女
性
の

犯
罪
被
害
防
止

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

埼
玉
県
重
点

。
自
転
車
盗
の
被
害
防
止

。
住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
の

被

害

防

止

山
岳
登
山
の
シ
ー
ス
ン
到
来

卜

つ
　
し
、
力
を
合
わ
せ
地

Ｆ
卜
●

ロ

ョ
　
　
域
安
全
活
動
を
強
化

新聞が溜
っている

夜間に洗濯物

暗くなっても
室内の電灯が
つかない

子
が

無
tヽ

場
が
あ
る

厚手のカ
ンや雨戸
かれてい

高

い
本

や
塀
な

ど

で
敷
地
内

の

車
庫
に
車
が
　
便

見
通
し
が
悪
い
　
無
い
　
　
　
　
郵 苺

」
　

ゃ

、

‐物
Ｅ
Ｅ
Ｂ

彙
日
地
域

扱 い 状
空さ巣……………

自転車盗…………

部品盗……………

その他の窃盗……

器物損壊…………

交通事故……… 1
令和 5年 8月 21日 ～ 9月 20日
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令
和
５
年

狭
山
警
察
署
管
内
の
特
殊
詐
欺
発
生
状
況

発
生
３６
件
（還
付
金
含
）

被
害
総
額
　
約
９
１
２
３
万
円

（
９
月
２０
日
現
在

¨
狭
山
署
調
べ
）
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事 件 簿
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お金こカードこ電子マネー0話が出たら∬許欺です‖



陣犯干Iックポイント
玄 関 〇勝 手 回

●対策の事例
□防犯性の高い錠を取り付ける
日かんぬきを隠すガー ドプレー トを取り付ける
□ 2つ以上の錠を取り付ける

(ワ ンドアツーロック)
日明かり取りや郵便受け等から手や道具を

差し込めないようにする
ロセンサーライ トやカメラ付インターフォン等を取り付ける
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窓 (就寝時も曲げ施錠
|を
し参しδう)

銀

柩蝙欲卜彎 朋 ②嗣

●対策の事例
□道路からの見通 しを確保する
(手すりや腰壁の高さや構造を工夫する)

□格子等を取り付ける

(塀や縦樋等からの侵入を防止する)
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三

一 いか

しが利かない場所は特に注意

●対策の事例
□補助錠を取り付ける

日雨戸やシャッター、面格子を取り付ける
□防犯ガラスを使用する
□防犯フィルムを貼る(ガ ラス全面)
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な窓でも油
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=尋C しいのは 1
窓、小さ

れや

囲から
よつ。

Eコ

●対策の事例
□室外機、物置、カーポー ト等の設備を窓やバ

ルコニーから離す

ように しましょう。
し

へ の もヽ日
彙■
″_ 足場 や塀
,
t し

」L
よつ ノ̂

があれば上が
よ つ

イベー トを確保しつつも、
から見通しを防げないよう
ことが大事。

では
ロロ,
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にする
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